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ポートフォリオは、作家が自身の代表作をまと

めておき、プレゼンテーションするための作品集

を意味します。ゾーンシステム研究会のポートフ

ォリオも、銀塩ファインプリントのクオリティを

世に問う作品を彙めたものです。作家が撮影から

現像、プリントまですべての工程を自分の手で行

い、仕上げています。

写真は現実世界のコピーではなく、人が世界か

らすくい取ったイメージをプリントという物質に

固定するものです。なかでも銀塩写真は、最終作

品としてのプリントの美しさばかりでなく、作家

がすべてのプロセスを自分の眼と手でコントロー

ルすることが最大の特徴といえるでしょう。

ゾーンシステム研究会は、中島秀雄が川崎市市

民ミュージアムで立ち上げたワークショップを機

に、1995年にスタートしました。メンバーはアメ
リカの写真家アンセル・アダムスが創始した「ゾー

ンシステム」を学んで技術を深め、翌96年からはほ
ぼ毎年ファインプリントを展示しています。

2005年にはカリフォルニアにあるアダムスの暗
室を見学し、改めてその作品のすばらしさと、そ

れを生み出した環境に接することが出来ました。

その経験も踏まえ、2011年からは自分たちの代表
作をポートフォリオという形にする制作活動を継

続しています。印刷による複製ではなく、作家が

自分のイメージによって創りあげた銀塩プリント

を残すという活動は、国内の写真界ではあまり多

くないことでしょう。

2025年は研究会の創立から30年となります。こ
の間に写真をめぐる環境も大きく変わりました。

時代が変わっても、私たちは銀塩フィルムと印

画紙を使うファインプリントの制作を続けていき

ます。

2025年8月
中島秀雄

ポートフォリオ

アンセル・アダムスのアトリエにて
アダムスの子息マイケル氏を囲む
2005年5月

「ゾーンシステム研究会　ポートフォリオ展─アダムスのバトン─」

2025年8月22日～28日　富士フイルム　フォトサロン東京の展示作品を収録
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Zone Systemとは

1 ゾーンシステムとは

　ゾーンシステムは、白黒ネガフィルムと印画紙

を使う「銀塩写真」において、自分が被写体から受

けるイメージを的確に印画紙のプリント上に表現

するための実践的な手順をしめしたものです。

　連続的な被写体の階調を10段階の「ゾーン」に区
切ることで、階調が印画紙にどのように再現され

るかをイメージしやすくなり、撮影から現像・プ

リントに至るまで一貫してコントロールすること

が容易になります。「ゾーン」は、被写体の明るさ

を相対的に表す値で、平均的な明るさ（露出計の基

準）をV（ローマ数字の5）と定め、そこから1 EV分
明るく（暗く）なれば値が 1段階増える（減る）ように
決めてあります。ゾーンはEVと混同しないように
ローマ数字を使います。

　なお、ゾーンシステムの活用にあたっては、常

用のフィルムや現像薬品を決め、フィルムの実効

感度と現像時間をチューニングする必要がありま

す。（※5に後述）

2 ヴィジュアリゼーション（想定） 3 撮影とフィルム現像

　心の眼でゾーンを位置づけたら、各部分をスポッ

ト露出計で測定して絞りとシャッター速度を求め

ます。

　ポイントは「露出でシャドーを調整し、現像でハ

イライトを調整する」ことです。プリントで質感を

表現したいシャドー部をゾーンIIからIII程度に位
置付けたとき、同じ画面内のハイライトがゾーン

VIIIを超えるようなら現像時間を減らすなどして、
ネガの濃度を最適化します。（ハイライトがシャド

ーより6EV以上大きいと、印画紙の再現域を越え
て白飛びします。）

　ロールフィルムでは一コマごとに現像時間を変

えることが出来ないので、全体的に露出を増やし

て（＝実効感度を小さくする）、かつ現像時間を減

らすという「たっぷり露出、あっさり現像」にした

ほうがよいでしょう。

4 プリント

　白黒が反転しているネガフィルムを引伸し機で

印画紙に投影し、プリントに仕上げます。撮影と

は白黒が逆転しているので「露出時間でハイライト

を調整し、多階調フィルターでシャドーを調整」し

ます。プリントは撮影と異なり、何回でもやり直

せますが、調整の手順を理解して無駄を減らすこ

とも大切です。

5 フィルムの実効感度と
 現像時間のチューニング

　豊かなシャドーの描写を得るためには多くの場合、

実効感度をメーカー公称値より小さめに設定する

ほうが良い結果となります。またゾーンVIIIをプ
リントで表現できるフィルム現像時間も決めてお

きます。

●むらなく照明したグレーカードをゾーンIに位置
付けて（＝露出計の指示から4EVアンダーにする）、
撮影・現像します。ネガの濃度がスヌケ（露出しな

い部分）よりわずかに（濃度0.1だけ※）増える設定感

度が実効感度です。

●実効感度を露出計にセットし、今度はグレーカ

ードをゾーンVIIIに位置付けて（＝3EVオーバーに
する）、撮影・現像します。これをプリントした時

に印画紙の白よりわずかにグレーとなる現像時間

を標準現像時間とします。
※スヌケ部分に濃度0.1NDフィルターを重ねて見較べるのが簡
単です。

　ゾーンシステムの核心は「ヴィジュアリゼーショ

ン」にあります。シャッターを押す前に被写体をよ

　ヴィジュアリゼーションの基準となるのは被写

体の平均的な反射率をあらわす「18%グレー」で、
これをゾーンV（5）と定義します。市販の18％グレ
ーカードを露出計で測り、そのEVで撮影するとプ
リントにはグレーが再現されます。ゾーンVから
4EV暗い黒がゾーンI（ 1）すなわち記録できるぎり
ぎりのシャドー（暗部）であり、3EV明るいゾーン
VIII（8）が印画紙に質感を再現できるハイライトの
上限であるとしてプリントをイメージします。初

めのうちは小型のグレーカードを持ち歩き、被写

体と見比べてゾーンVを確認する練習をするのが
よいでしょう。

　撮影に先立って最初に想定したイメージをゾー

ンの各段階に位置付けることで、プリントまでの

確かな道しるべとなります。

Kodak社の
18％グレーカード

被写体の階調を10段階のゾーンにあてはめ、ハイライトからシャ
ドーまで、画面上のすべてのトーンを最終的な作品（プリント）へ
と結び付けてゆく

く観察し、それぞれのゾーン

を印画紙上でどのような階調

に表現するか、あらかじめ心

の眼で見て「想定」することを

ヴィジュアリゼーションと呼

びます。その後に各ゾーンを

スポット露出計で測定して露

出（絞りとシャッター速度）お

よびフィルム現像の方針を決

めます。

被写体の階調

ゾーン

印画紙の最大黒・
（スヌケのネガ）

露出計の読み
18％グレー

ヴィジュアリゼーション

I II III IV V VI VII VIII IX0

フィルムの特性 印画紙の特性

ゾーンの
位置づけ

ネガ

プリント被写体

印画紙の白 18%グレー
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橘田　功

乱流
赤羽章司

Leaf

I-3 I-4

Sa
m
ple

 p
ag

e



3130

岡崎克之
光と影

中島秀雄
巻雲

II-1 II-2
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浜野次郎
アーティチョーク

北野龍一
pomegranates

II-5 II-6
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石井康子
早春の光景

鈴木知之
Illumination

III-11 III-12
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